
土木学会 鋼構造委員会 
鋼橋の振動・騒音に関する環境負荷低減工法の評価検討小委員会 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
【お知らせ】 
本小委員会は、2006年をもって活動を終了しております． 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【設立の目的】 

20 世紀後半から終盤にかけての過度の進歩・発展の追及に伴って生じた問題点の１つと
して、環境への負荷の増大が挙げられている。社会基盤施設の建設においても、経済性の

追求を重視するあまりに、地域環境・地球環境に及ぼす影響が必ずしも十分に考慮されて

こなかったと言えよう。しかしながら、バブル経済崩壊後の低成長時代に入ると、物的な

満足よりも内面的な豊かさが重要視されるようになり、豊かで快適な生活環境・自然環境

の保全が求められるようになってきている。 
 
このような状況下において、土木構造物が環境負荷に及ぼす影響に対する関心も高まっ

てきており、３Ｒ(Recycle、Reuse、Reduce)を意識した設計の重要性も叫ばれている。土
木学会の活動に限ってみると、2000年 8月に開催された鋼構造委員会主催の第 3回鋼構造
と橋に関するシンポジウムにおいて、「環境に配慮した鋼構造物｣がテーマとして取り上げ

られた。また、2001年には、「環境負荷低減型土木構造物設計ガイドライン」が刊行されて
いる。さらに、2003年 9月の土木学会全国大会では、鋼構造委員会主催の研究討論会にお
いて、環境負荷低減と深く関わりのある「鋼構造物のＬＣＣ評価の現状と将来展望」が研

究テーマとして取り上げられ、幾つかの具体的な評価事例が紹介された。 
 
しかしながら、鋼橋を代表例とする鋼構造物に生じる振動や騒音が、実際にどれだけの

負荷を地域環境に与えているのか、鋼構造物のライフサイクルにおいて排出されるＣＯ2の
量がどの程度地球環境に悪影響を及ぼしているのかについては、必ずしも明らかにされて

おらず、現時点では、環境評価を取り入れた鋼構造物の設計体系が確立されていないのが

実情である。 
 
本小委員会では、鋼橋に生じる振動や、これに伴って放射される騒音（低周波騒音を含

む）がどの程度地域環境に負荷を与えているのかを評価する手法（例えば、貨幣価値とし

て算出する方法や効用値として算出する方法）、鋼橋のライフサイクルにおいて排出される

ＣＯ2 の量等がどの程度地球環境に負荷を与えているのかを評価するプロセスの構築に向
けた調査検討を行う。また、現時点までに実用化されたり提案されたりしている「環境負

荷の少ない構造形式や形状・構造材料、施工技術、維持管理技術」等の調査を実施する。

そして、これらの成果を取り込むことにより、環境負荷低減を定量的に考慮できる鋼構造



物の設計手法の確立を試みることを目的とする。 
 
【活動内容】 
目的で述べたように、以下の活動を予定している。 
•鋼橋に生じる振動や、これに伴って放射される騒音（低周波騒音を含む）がどの程度地

域環境に負荷を与えているのかを評価する手法（例えば、貨幣価値として算出する方法や

効用値として算出する方法）の調査検討 
•鋼橋のライフサイクルにおいて排出されるＣＯ2 の量等がどの程度地球環境に負荷を与
えているのかを評価するプロセスの構築に向けた調査検討 
•現時点までに実用化されたり提案されたりしている「環境負荷の少ない構造形式や形

状・構造材料、施工技術、維持管理技術」等の調査 
 
【活動・成果報告】 
•2004/02末  委員公募終了 
•2004/04/28 第 1回小委員会：設立趣旨説明、委員紹介、今後の活動方針について 
•2004/07/02 第 2回小委員会開催 
•2004/09/16 第 3回小委員会開催 
•2004/11/08 第 4回小委員会開催 
•2004/12/10 第 5回小委員会開催 
•2005/02/04 第 6回小委員会開催 
•2005/05/10 第 7回小委員会開催 
•2005/07/27 第 8回小委員会開催 
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